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お
知
ら
せ
N
E
W

  平成 23 年　第４回竹原市議会定例会

　12 月 13 日～ 16 日までの４日間、市議会定例会が開催され、議

案 15 件が可決されました。主な議案は次のとおりです。

◆竹原市暴力団排除条例案

　竹原市からの暴力団の排除に関し、基本理念、基本的施策

等を定め、暴力団の排除を推進しようとするものです。

◆道の駅たけはらの指定管理者の指定について

　道の駅たけはらの指定管理者に、大新東株式会社を指定す

るものです。

◆総合公園バンブー・ジョイ・ハイランドの指定管理者の指定について

　総合公園バンブー・ジョイ・ハイランドの指定管理者に、特

定非営利活動法人バンブースポーツクラブを指定するものです。

◆平成 23 年度竹原市一般会計補正予算

　公務災害補償共済負担金及び市道赤坂中仁賀線整備費の増

額のほか、人事院勧告等に基づく職員人件費の減額などによ

り、総額２，６０９万円を減額するものです。

　11 月 18 日、東京都内で、社会福祉

法人的場会理事長の中川康子さんが、

厚生労働大臣表彰を受彰されました。

　中川さんは、31 年もの間、社会福

祉事業に従事され、その功績が特に顕

著であると認められました。

おめでとうございます
厚生労働大臣表彰

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
外
出
で
き

る
よ
う
に
、
緊
急
時
、
速
や
か
に

家
族
等
に
連
絡
を
取
れ
る
よ
う
支

援
す
る
登
録
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

対
象　

概
ね
65
歳
以
上
の
人　

内
容

　

登
録
申
請
書
を
提
出
し
、
台
帳

に
登
録
し
た
後
、
個
人
番
号
及
び
緊

急
連
絡
先
を
記
載
し
た
ホ
ル
ダ
ー

を
交
付
し
ま
す
。
ホ
ル
ダ
ー
を
携

帯
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
時
、

登
録
者
に
代
わ
っ
て
、
関
係
機
関

が
家
族
等
に
連
絡
を
取
り
ま
す
。
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介
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が
始
ま
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ま
し
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　（上：表面、下：裏面）
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平
成
24　
年
度
幼
稚
園

 

教
諭
（
市
職
員
）

募
集

採
用
予
定
人
数　

　

幼
稚
園
教
諭　

１
名
程
度

受
験
資
格　

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
幼
稚
園
教
諭
免
許

を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
24
年
３

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

１
次
試
験
日　

２
月
５
日

（日）

受
付
期
限　

１
月
24
日

（火）
※
必
着

試
験
会
場　

市
役
所
会
議
室

受
付
場
所　

　

市
役
所
２
階
総
務
課
人
事
係

受
験
案
内
配
布
場
所　

　

総
務
課
人
事
係
・
支
所
・
出
張
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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務
課
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事
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９

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
に

流
行
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
感
染
者
の
「
咳
」
や
「
く

し
ゃ
み
」
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
た

ウ
イ
ル
ス
を
、
別
の
人
が
口
や
鼻

か
ら
吸
い
こ
ん
で
、
ウ
イ
ル
ス
が

体
内
で
増
殖
し
て
感
染
し
ま
す
。

感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
外
か
ら
帰
っ
た
と
き
は
、
流
水

　

と
せ
っ
け
ん
で
こ
ま
め
に
手
洗

　

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
咳
や
く
し
ゃ
み
の
症
状
が
あ
る

　

と
き
は
、
マ
ス
ク
を
し
て
咳
エ

　

チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
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保
健
セ
ン
タ
ー
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７
１
５
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市
で
は
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
男

女
が
お
互
い
の
個
性
や
能
力
を
認

め
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
自

分
の
力
を
発
揮
し
て
い
け
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

公
表
資
料

　

第
２
次
た
け
は
ら
21
男
女
共
同

　

参
画
プ
ラ
ン
（
素
案
）

公
表
・
意
見
提
出
期
間

　

１
月
12
日

（木）
～
２
月
10
日

（金）

閲
覧
場
所　

　

人
権
セ
ン
タ
ー
、
支
所
・
出
張

　

所
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

　

く
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）
、　

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　

市
内
に
在
住
、
勤
務
、
在
学
し

　

て
い
る
人

提
出
方
法　

 
 

所
定
の
用
紙
（
閲
覧
場
所
に
備

え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
よ
り
、

持
参
・
FAX
・
電
子
メ
ー
ル
・
郵
送
（
※

当
日
消
印
有
効
）
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

竹
原
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
へ
の
意
見
を
募
集

か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

（
〒
７
２
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８
６
６
６
住
所
不
要
）

　

人
権
推
進
室

　

☎
・
FAX
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７
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jinken@city.takehara.lg.jp

　　  平成２４年度奨学金・修学支度金の希望者を募集
　経済的な理由で、高等学校・大学等への修学が困難な人を対象に、教育費（奨学金）や入学時に必要

な資金（支度金）の貸付制度を無利子で設けています。希望者を次のとおり募集します。

受付期間　３月１２日（月）～２６日（月）

申し込み・問い合わせ　申請書（学校教育課に備え付け）に必要書類を添付し、学校教育課学事係へ　☎ 22-7753

制度名称 竹原市修学支度金 竹原市奨学金
竹原市奨学金基金 / 久保谷奨学金基
金 /中国生コンクリート奨学金基金

対
象

貸 付 対
象 者

高校・専門学校・大学
への入学が確実な人

高校・高等専門学校（１～３年生）に在
学している人、または入学が確実な人

大学・高等専門学校（４・５年生）・専門学
校に在学している人、または入学が確実な人

資 格
○借受人または保護者が市内に居住していること
○修学支度金および教育費等の支払いが困難であること　○向学心がおう盛であること

貸
付
内
容

貸 付 者 審査によって決定します。（４月中旬）

貸 付 額
（ 予 定 ）

高校　　　10 万円以内
専門学校　30 万円以内
大学　　　30 万円以内

国公立高校・高等専門学校…月
額 1 万円以内／私立高校…月額
2万円以内

月額　3万円以内

貸付時期 入学時に１回 在学する学校の正規の修学期間とし、原則、学期の始めに年 3回に分けて貸し付けます。
貸付金の利子 無 利 子

返還方法
卒業して半年後に返還開始 ※進学すれば、その間は返還を猶予することができます。

10 年以内に半年賦方法
で返還

9 年以内に月賦・半年賦または
年賦の方法で返還

10 年以内に月賦・半年賦または
年賦の方法で返還

竹
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地
域
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へ
の
意
見
を
募
集

　

市
で
は
、
だ
れ
も
が
安
心
で
充

実
し
た
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う

に
、
地
域
で
支
え
合
う
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
計
画
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
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１
月
20
日

（金）
～
２
月
３
日

（金）

閲
覧
場
所　

　

福
祉
会
館
１
階
、
支
所
・
出
張

　

所
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
時

　

30
分
～
17
時
15
分
）
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　

市
内
に
在
住
、
勤
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、
在
学
し

　

て
い
る
人

提
出
方
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所
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の
用
紙
（
閲
覧
場
所
に
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え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
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か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
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に
よ
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、

持
参
・
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・
電
子
メ
ー
ル
・
郵
送
（
※

当
日
消
印
有
効
）
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
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か
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提
出
で
き
ま
す
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意
見
の
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出
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・
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い
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わ
せ
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fukusou
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１
月
下
旬
か
ら
、
経
済
セ
ン
サ

ス-

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
事
業

所
を
対
象
と
し
て
、
２
月
１
日
現

在
の
経
済
活
動
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
実
施
し
、
経
営
組

織
、
従
業
者
数
、
事
業
内
容
や
経

理
事
項
等
を
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
各
種
行
政
施
策

や
学
術
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が
各
事

業
所
へ
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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い
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課
行
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経
済
セ
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活
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調
査
を
実
施
し
ま
す


